
2006年度春公演「ジュリエット-Juliet Capulet-」チラシの推薦文 

最近の若い演劇集団のほとんどは自己流での自作自演出。その結果の舞台は、一方の＜見方＞でしか捉えら

れず、演技者が＜道具＞になっている場合が多い。彼の演出する『舞台』の特徴は、既成戯曲を新たに解釈

し、再構成することにある。サローヤン『HELLO OUT THERE』、横光利一『幸福を計る機械』、そしていよいよ

『シェイクスピア』に到達してきた。期待したい。 

                               今泉おさむ   

演出・評論／関西劇評誌「劇場通い」・同人、「悲劇喜劇」（関西劇信）執筆 

 

2004 年の「HELLO OUT THERE」を見た。彼（山本周）は死に際にポケットからスプーンを出した。乾いた金属

の音がして彼は絶命した。目の前に横たわる彼の身体から哀切がだらだら流れ出る。こんなことフィクション

なのに、私は確かに彼の最期に立ち会ってしまった。私をこんな目にあわせるなんて！  

                                                                       北村成美  
            なにわのコリオグラファー・しげやん／振付家・ダンサー 

 

 

 

 

「中西理の下北沢通信 WEBページより」 

20060406 演劇ユニット YOU 企画「ジュリエット-Juliet Capulet-」（アートコンプレックス 1928）を見る。

演劇ユニット YOU 企画は京都芸術センターアートコーデイネーターを務めた松浦友によるプロデュースユニッ



ト。表題から分かるとおりにウィリアム・シェイクスピアの「ロミオとジュリエット」から題材をとって、テ

キストを引用しながら、自由に再構成した作品。この作品では「ロミオとジュリエット」の物語からジュリエ

ットと彼女の家族（キュピレット家）だけに焦点をあてた。そのためジュリエットを６人の女優（古雅夏樹、

松井千恵、木村千鶴、田之室かおり、福山香織、広田ゆうみ）が演じる。その代わり、ロミオをはじめとする

モンタギュー家の人間はいっさい舞台上には登場しない。 

 この舞台が見ていて見飽きなかったのはこのジュリエットたちの演技ならびに存在感がなかなかよかったか

らだ。一連の台詞を別々の女優が引き継いでいうというやり方は簡単なようで実は相当に難しい。下手をする

と学芸会でよくあるような割台詞になってしまいかねないところをうまくコントロールして、あるところはま

るでコロスのように聞こえたり、ある場面では内面の声と実際の会話の同時進行のように聞こえたりとなかな

か面白い効果がここから生まれてきていた。 

 最近、関西の若手劇団の公演をあまり見てないせいもあって、だれがだれなのかが分からないのが残念であ

るが、なかにはこの人はうまい、実力があると思わせる人や技術という面ではまだまだだけれど新鮮な魅力を

感じた人もいた。 

 ただ、「ロミオとジュリエット」の劇化という意味ではいくつかの問題点もあった*2。せっかく俳優がいい

演技をしているのにどうしてこういうことをしたがるのと思い、頭をかかえそうになったのはこの物語にどう

いう理由でだか不明だが、朝鮮半島の問題とか、それを含めた分断国家の問題とか、拉致問題とかを無理やり

幕間狂言のような場面を挿入して取り込もうとしていたことだ。これはまったく必要なかった。 

 シェイクスピアの現代的解釈ではこういう風に現代の問題と重ね合わせたりするということをよくやるのだ

けれど、「ロミオとジュリエット」ではそういう小ざかしい解釈を入れた舞台はこれまで見た限り、ほとんど

失敗していた。というのはそもそも現代的解釈を入れようにもシェイクスピアが初演した時点ですでにこの物

語は昔のヴェローナ（イタリア）だからありえたかもしれない古典的な構造を持つ悲劇だったからだ。さらに

いうなら、そういう政治的な解釈でこの作品を構想するのであれば、すなわち、そちらの方が今回の上演に際

して訴えたかった主題なのだとすれば今回のキュピレット側だけを取り上げるというやりかたは逆効果であ

る、としかいいようがない。特に最後の方で「アメイジンググレイス」を生歌でいれる演出。いくらなんでも

これはないよ、と思ってしまった。 

 もうひとつ気になり、最初一瞬なにか勘違いしてるんじゃないかと思ったほど、激しい違和感を感じたの

は、この舞台では原作においてジュリエットの乳母が担うべき台詞・役割をキュピレット夫人が担っていたこ

とだ。家族に絞り込むという理由から乳母の存在を削ったのかもしれないが、これはいくらなんでも無理があ

ったのではないか。キュピレット夫人は確かに原作においては旦那べったりで、いったいどういう人なのかが

なかなか見えてこないというところがある人ではあるのだけれど、いくらなんでもジュリエットの言いなりに

なって、敵対するロミオとの取次ぎなんかはしないのではないか。戯曲の再構成のやり方と演出に面白いとこ

ろがあった舞台だっただけにそういう点が残念だった。 

 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%ED%A5%DF%A5%AA%A4%C8%A5%B8%A5%E5%A5%EA%A5%A8%A5%C3%A5%C8
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%ED%A5%DF%A5%AA%A4%C8%A5%B8%A5%E5%A5%EA%A5%A8%A5%C3%A5%C8
https://simokitazawa.hatenablog.com/entry/20060406/p1#f-5ce0b66c
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%ED%A5%DF%A5%AA%A4%C8%A5%B8%A5%E5%A5%EA%A5%A8%A5%C3%A5%C8


 

広報枚方 2006年 11月号 

 

「上記公演をノベライズし出版した文芸社の作品講評より抜粋」 

 

将来について思い悩む青年とそんな彼を見守り続ける女性、それぞれの彷徨と愛を描いた小説である。突然、姿を

消した恋人の楠木悠を探す小泉蛍子と、故郷の各地を気ままに訪問する悠の姿が並行して描かれ絵とり、比較的シン

プルな構造のストーリーとなっている。しかし、作者の執筆の意図が奈辺にあるか、これが分かれば物語構造の単純

さは作品にとって必ずしもマイナスの要素とはならない。起伏に富んだ筋で読者を楽しませるのではなく、将来に漠

然とした不安を抱える青年の姿を、その心の襞に分け入るようなヒッチで描き出すことがこの作品の眼目なのだ。そ

の意味で現代に生きる若者の等身大の姿を描いた普遍性の高い一作といえるのではないか。 

特徴的なのは、蛍子と悠のそれぞれのパートで描かれるのが、あくまでも「楠木悠」という人間についてである点

だろう。悠のパートでは、彼の抱える葛藤や不安、迷いといったない的な問題や自意識が主観として表現されている

のに対して、蛍子のパートでは、悠を取り巻く人間関係の複雑さや困難、挫折と言った人生の機微を包括的に照らし

出してもおり、安手の自分探しの物語とは一線を画した、人生賛歌に仕上がっているのである。 

物語は、悠の行方を求める蛍子が、思い当たる場所を探しているところから幕が上がる。蛍子は悠の人生の痕跡を

辿って様々な人と会っていくが、悠を捜すという行為が悠の過去を知ること、ひいては自分の知らなかった「楠木

悠」という人間を見つめ直す行為になっている点が秀逸であった。一方、悠は自分の生まれ育った土地や思い出の場

所、友人たちの元をあてもなく訪れている。自身の来し方を見つめ直す悠の行動は漠とした「自分探し」のようにも

見えるが、その実、自分を再確認するための行為に他ならない。悠は在日朝鮮人二世という生い立ち（過去）を見つ

め、演劇活動という未来に思いを馳せ、そうして蛍子という現在を再発見する。それだけに、最後に訪れるプロポー

ズは悠の蛍子に対する愛の表明であると共に、過去や未来に対する不安と訣別して、現在を大切にするという決意表

明ともなっており、二人の行く末を応援したくなる読み手は少なくないのではないだろうか。（中略）将来に対する

閉塞感から大きな夢や大志を抱けない若者が増えている昨今だけに、人生に迷った青年の葛藤と成長、決断を描いた

本作は、生きにくさを感じる多くの現代人に明日を生きる勇気と励ましを与えると思う。いつの時代にも通じる普遍

的なテーマが内包された本作を然るべき体裁で世に問いたいところである。 

 

 

 

 

 



枚方公園青少年センター主催ワークショップ WEB記事 

 



大阪府立枚方なぎさ高校 WEB記事より 


